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モデレーター：在原理恵さん

ゲスト：水口浩一さん

カフェ・インテグラルカフェ・インテグラル

　会場：湘南国際村センター1階ルミエール（葉山町）

（上演時間95分）

神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部
社会福祉学科准教授

社会福祉法人みなと舎副理事長・ライフゆう施設長

道草（みちくさ）

2025年　　月 　　日（土）13:30～16:30

主催　公益財団法人かながわ国際交流財団
協力　公立大学法人神奈川県立保健福祉大学／国立大学法人総合研究大学院大学／公益財団法人
　　　地球環境戦略研究機関（IGES）／株式会社湘南国際村協会／湘南国際村事業発信強化委員会
後援　葉山町

11  22

知的障害がある人の暮らしの場は少しずつ広がっています
が「重度」とされる人の多くは未だ入所施設や病院、親元
で暮しているのが実情です。
そんな中、2014年に重度訪問介護制度の対象が拡大さ
れ、重度の知的・精神障害者もヘルパー（介護者）付きで
ひとり暮らしが出来る可能性は大きく広がりました。この
街で、誰もがともにあるために。あたらしい暮らしをはじ
めている人がいます。

知的障害者のひとり暮らしとは？

参加費無料／定員50名（先着順）



　
＜上映会＆トーク（第2弾）のお知らせ＞

「脱炭素ライフスタイルから見直す地域のつながり～映画『リペアカフェ』上映会＆トーク～」
　日時：11月30日（日）14:00～16:30　参加費無料　／　会場：湘南国際村センター・1階ルミエール
　モデレーター：渡部厚志さん（地球環境戦略研究機関　上席研究員／ステークホルダーエンゲージメントディレクター）
　詳しくはHPをご参照ください。

神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部　社会福祉学科准教授

社会福祉法人みなと舎副理事長・ライフゆう施設長

道草（みちくさ）

モデレーター：在原理恵さん

◆JR逗子駅前または京急逗子・葉山駅前、いずれも1番バス乗り場より 「葉山大道経由～
湘南国際村(逗16)」もしくは 「三浦半島中央道路経由～湘南国際村センター(逗26)」行き
利用で約20～30分。「湘南国際村センター前」下車／料金は片道410円
◆京急汐入駅前、2番バス乗り場より「湘南国際村(汐16)」行き利用で約30分。「湘南国際
村センター前」下車／料金は片道440円
※詳しくはこちらの「湘南国際村センター　交通アクセス」のページをご覧ください。
https://www.shonan-village.co.jp/access/

ゲスト：水口浩一さん

暮らしの場所を限られてきた人たちがいる。
自閉症と重度の知的障害があり、自傷・他害といった
行動障害がある人。
世間との間に線を引かれ、囲いの内へと隔てられた。
そんな世界の閉塞を、軽やかなステップが突き破る。
東京の街角で、介護者付きのひとり暮らしを送る人たち。
タンポポの綿毛をとばし ブランコに揺られ、季節を闊
歩する。介護者とのせめぎ合いはユーモラスで、時に
シリアスだ。
叫び、振り下ろされる拳に伝え難い思いがにじむ。関
わることはしんどい。けど、関わらなくなることで私
たちは縮む。
だから人はまた、人に近づいていく。

監督・撮影・編集：宍戸大裕　音楽：末森樹　永原元　音響構成・整音：米山靖　宣伝デザイン：林よしえ 宣伝イラスト：木下ようすけ
題字：岡部亮佑　公式HP：馬渕陽子
企画・製作：映画「道草」製作委員会宣伝・配給：映画「道草」上映委員会2018年 /95分/16：9/カラー/日本

お申込み：右のコードをスキャンしてお申込みページへ飛んでいただくか、あるいは、メールにて
integral-2025@kifjp.orgまで以下の内容をご記入の上、お送りください。
・タイトル「カフェ・インテグラル（障害福祉）申込み」
・氏名（ふりがな）、電話番号、メールアドレス、お住まいの自治体（市区町村のみ）、ご所属（任意）
※お問合せTEL：045-620-5045（かながわ国際交流財団）

小児科医時代に、重度脳障害のある生まれたばかりの赤ちゃんの母親から『将来、大人になったこの子は、私たち親が
死んだ後でも幸せな人生を送れますか？』と聞かれました。しかし、その時の私は答えられませんでした。それが、き
っかっけとなり重症心身障害者の『豊かな人生』支援を実現すべく、2017年から横須賀の湘南国際村にある社会福祉法
人みなと舎が運営する医療型入所施設「ライフゆう」で、地域に開かれた施設になるために活動しています。

大学生時代、単身生活している全身性障害の女性の介助者として活動したことが私の原体験です。狭い価値観が揺さぶら
れ、世界が広がりました。大学の教員になってからは、障害のある人達のグループホームなどの居住支援の在り方や、
「ともに生きる」関係を成り立たせる環境づくりに関心をもっています。障害のある人も支援する人も、どちらも生き生
きと自分を活かせる場を増やしていくことに、教育や研究を通して貢献したいと思っています。


